









































最終試験は 2月 12日に行われた。審査委員一同出席の下、まず、学術論文は 1編が第 1著者とし
て受理済み(Masatoshi Hasegawa, Toshihide Kitakado, Shigehide Iwata, Eiji Tanaka: A quick 
method for estimating egg density in sample bottle from fishery stock survey. Bulletin of the 
Japanese Fisheries Oceanography (Suisan Kaiyo Kenkyu), 2016年 1月 12日付け受理) である
とともに、講演発表は国際会議 2回等を行っていることを確認した。学術論文は英語で書かれてお
り、かつ、海外の国際会議において英語で発表しており、語学については問題ないと判断した。合
同セミナーへの出席も規定時間を越えていることを確認した。公開発表会(2月 12日)当日の質疑や
予備審査時でのディスカッションに加え、申請者に対して論文内容について最終確認のための質疑
応答を行い、その内容は水産海洋学的研究における学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値が
十分にあると、審査委員一同確認した。 
以上から、申請者について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
